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1.感 情動詞分類 について

〈感情表 出〉 とい う文機 能*1を 基準 とす る感情動詞分類 は,山 岡(1998)で 提

案 した。 ここでは,そ の概略 を述べ,本 稿 の テーマである 「感情変化動詞」 の定

義 を再確 認す る。

〈感情表 出〉 とは,話 者 が発話 時の 自らの感情 を表 出す る文機 能で ある。(1)a.

～c .い ずれ も 〈感情表 出〉文 であ る*2。

(1)a.あ あ,腹 立 た しい。+[ICE・

b.あ あ,腹 が立つ。+[ICE・

C.あ あ,腹 が減 った。+【11E・

いず れ も経 験者 格*3は 第1人 称 に指定 されてい る。 文 の時 制意味 は 「現在」

であ る。特 に後 者 は形容 詞一般 の特徴 だが,動 詞 において は状 態動詞 の特徴 とさ

れてい る。 ここで,b.の ように,文 の述語 がル形終止 となった場合 の文機能が

〈感 情表出〉 とな る動詞語彙 を(A)「 感情表 出動詞」 とした。「痛 む,む かつ く,

い らい らす る,癩 に障 る」 な どは これに当たる。

一方
,c.の よ うにル形終止で はな くタ形終止 の場合 に 〈感情 表出〉 となる動

詞語 彙が(B)「 感情 変化動詞 」で あ る。一般 に過 去 を表 す時制辞 一taを用 い な

が ら,変 化後 に維持 されてい る感情状態 を表現 し,そ の ため時制意味が現在 とな

る特殊 な動詞 で あ る。 「あ きれ た,困 った,足 が しびれた,肩 が凝 った」 な どの

述語が これ に当た る。先行研 究で は,砂 川(1986)や,工 藤(1995)な どに よっ

て,言 語現象 の指摘 はなされ てい るが,理 論 的な位置づ け は十分 に行 われ てい な

いQ

そ して,ル 形終止 で もタ形 終止で も 〈感情表 出〉 とな らず,し か も語彙的意味

と しては(A),(B)と 同様 の意味特徴 を持 つ動詞語彙 を,感 情 の動 きを客観 的

に描写す る動詞 として(C)「 感情描写動詞」 と呼んだ。「怒 る,悲 しむ,苦 しむ,

喜 ぶ,苛 立つ」 な どが これ に当 た る。(C)を 用 いて話 者 自身 の感情 を表 出 しよ
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う とす る場合 は,テ イル形 を とらなければな らない。その場合 も,人 称指定が発

生 しない ため,人 称 指定 に よる第1人 称経験者格 の省 略 はで きない(文 脈や場面

な どか らの省 略 はあ り得 る)。(A)～(C)を 総称 した全体 が 「感 情動詞」であ る。

筆者 の動 詞分類 は文機 能 を基準 とす る もので,感 情動 詞 と対 立す る他 の動詞範疇

は,意 志動 詞,描 写動 詞,叙 述動 詞で ある。下位範疇 な ど,詳 細 は山岡(未 発表)

3.2節 で論述 しているので,こ こで は省 略す る。

次 に,感 情動詞 の語彙 の意味特徴 を詳 しく見 てい くと,(A)感 情表 出動詞,(B)

感 情変化動 詞,(C)感 情描 写動詞 の三分類 にわた って,語 彙 的意味 に よる横 断

的 な交差分類 があ るこ とに気づ か され る。意味特徴 については,1思 考 ・2情 意 ・

3感 覚 ・4知 覚の四種 に分類で きる。この四種 を区別す る文法上 のテス トとして,

山 岡(未 発 表)3.2節 で は三 つ の文法 的特徴 を提 案 した。第一一に程度 副詞 の修飾

が可能で あるか,第 二 に補文 を承 ける こ とがで きるか,第 三 に経験者格 の部分 ガ

格*4を 取 るか,以 上 の三 つであ る。

[表]は 両者 の交差 分類 を一覧 に し,意 味特徴 の 四分類 をテス トす る三項 目を

加 えた もので ある。

[表]感 情動詞の文機能論的三分類 と意味特徴による四分類について

感情動詞 1思 考 2情 意 3感 覚 4知 覚

A感 情 表 出動 詞

[1]+V-ru

A-1思 考 表 出

～ と(～ く)思 う

A-2情 意表出

困 る

A-3感 覚表出

胃が痛む

A-4知 覚表出

見える

B感 情 変化 動詞

II]+V-ta

B-1思 考 変化

ひ らめ く

B-2情 意変化

あ きれる

B-3感 覚変化

肩が凝る

C感 情 描 写 動 詞

1十V-tei-ru

C-1思 考描 写

～ を思 う

C-2情 意描写

怒 る

C-3感 覚描写

顔が ほてる

C-4知 覚描写

見る

程度副詞修飾 X 0 0 X

補文を承ける 0 X X x

部分ガ格 X X 0 X

※左端の欄 に記載 されている文型表示では,[1]は 省略可能 な第1人 称経験者格,1は 省

略不可能 な第1人 称経験者格(文 脈や場面 などによる省略 は別 とする),V(動 詞部)の

後 は,テ ンス ・アスペ ク ト形式(い ずれ も異形態あ り)を 表 してい る。
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[表]に 記 した通 り,意 味特 徴 に よる四分 類 との交差分類 に よって,感 情変化

動詞 は思考変化動詞 ・情意変化動 詞 ・感覚変化動詞 に三分類 され る。知覚変化動

詞 に当 たる ものは見 当た らず,そ の理 由 もはっ き りしてい ない。

2.感 情変化動詞文が 〈感情表 出〉 となるための条件

〈感情表 出〉 の命題 内容条件 の初期条件 は以下 の ようになる。

〈感情表 出〉 の命題 内容条件(初 期)

①述 語が感情性述語 であ るこ と

② 主語が第1人 称経験者格 であ るこ と(口1E・)

③非過 去時制辞 を接 続す る こと

(ただ し,述 語が感情変化動詞 の場合 は,過 去 時制辞 を接続す る こ と)

④ モ ダ リテ ィ付 加辞*5を 接続 しない こ と

⑤ アスペ ク ト接辞 一tei一を接続 しない こ と

この③ の カ ッコ内 の記述 は予 め,感 情変化動詞 の特殊 な時制特徴 を考慮 した も

のであ る。この初期 条件 と,① の感 情性述語 をA感 情表 出動詞 に指定 した もの は,

山岡(1999)で 既 に示 した。 そ して,感 情性述語 をB感 情 変化動 詞 にす る と,以

下 の ようになる。

〈感情表 出〉 の命題 内容 条件

B述 語が感情 変化 動詞 の場合

②主語 が第1人 称経験 者格で ある こと

③過去 時制辞 一taを接続す ること

④ モ ダ リテ ィ付 加辞 を接 続 しない こと

⑤ アスペ ク ト接 辞 一tei一を接続 しない こと

次 に挙 げ る例 文 は,い ず れ も上 記 の命 題 内 容 条件 を満 た し,〈 感 情 表 出〉 の 文

機 能 を有 して い る。

(1)「 思 っ た よ り元 気 そ うね。 ホ ッ と した わ(+【1}E・)」(女 社 長)

(2)「 あ あ くた び れ た 。(+[1】E・)な か なか運 搬 は ひ どい や な。」(セ ロ)

感 情 変 化 動 詞 も,感 情 表 出動 詞 と同様,〈 感 情 表 出 〉 文 で用 い られ る こ とが 圧

倒 的 に多 く,第1人 称 に指 定 され た主 語 は省 略 しや す い。(1),(2)に お い て も,第

1入 称 経 験 者 格(+【1】E・)は 含 意 され て い る。

そ して,過 去 時 制 辞 一taが 用 い ら れ て い る に もか か わ らず,い ず れ の 例 も,
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過 去 の情 意 で は な く発 話 時現 在 の情 意 を表 出 して い る。(3)は,(1)と 同 じ く情 意 変

化 動 詞 「ホ ッ とす る」 を述 語 と し,過 去 時 制 辞 一taも 用 い ら れ て い るが,第3

人 称 主 語 が 明示 され,モ ダ リテ ィ付 加 辞 「よ うだ」 も用 い られ て お り,上 記 の 条

件 に二 つ反 して い る。 この場 合 は,〈 事 象 描 写 〉 とな る。

(3)私 が 言 う と,崔 は ホ ッ と した よ うだ っ た。(一 瞬)

(4)～(6)は いず れ も情 意 変 化 動 詞 「が っか りす る」 を述 語 とす る文 だ が,〈 感 情

表 出〉 は(4)の み で あ る。(5)は(3)と 同様,〈 事 象 描 写〉 で あ る。

(4)純 子 はつ ま ら なそ うに,「 が っ か り した わ 。(+[IlE・)髪 は モ ジ ャモ

ジ ャ,ヒ ゲ は の び放 題,ボ ロ ボ ロ の服 に,足 を鎖 か何 か で つ なが れ て 来

る か と思 った の に」(女 社 長)

(5)女 は顔 をそ む け,ひ きつ っ た よ うな表 情 を うかべ た 。 が っか り したの

だ ろ う。(砂 の女)

⑥ に 関 して は,「 もの だ」はキ ダ リテ ィ付 加 辞 の働 きを して お らず,削 除 して も,

意 味 は変 わ らな い。 と な る と,こ の文 は上記 の 条 件 に何 ら反 して い ない こ とに な

るが,文 脈 上,過 去 の感 情 を回想 した もの とな り,従 っ て文 機 能 は 〈感 情 表 出〉

で は な く,客 観 的 な で き ご と と して描 写 す る 〈事 象 描 写 〉 と なる。

(6)「 恭 子 さん が 結 婚 した と きに は,ぼ くはず い ぶ ん とが っ か り した もの

です よ。 ご主 人 は レス ラ._._みたい に大 きな人 だ っ た そ うで す ね」(砂

の上)

上 記 の条 件 に は時 制 辞 に関す る条 件 が含 まれ て い るが,時 制 意 味 に関 す る条件

を明 記 して い な い。 時 制 意 味 は 入力 の側 で は な く出 力 の側 の特 徴 と考 え るか らで

あ る。従 っ て,こ の条 件 は 〈感 情 表 出〉 とい う文機 能 が 発 動 す る た め の必 要 条件

で は あ るが,十 分 条 件 で は な い,と い う こ とに な る。

3.感 情変化動詞 のアスペ ク ト的意味特徴

(A)感情 表 出動詞,(B)感 情変化動詞,(C)感 情描 写動詞 の相互 の境界 に関 して はか

な り厳格 な峻別が可能 だが,動 詞分類全体 の 中に位 置づ ける となる と,決 して単

純 では ない。そ れぞれの語彙 的意味 に含 まれてい る アスペ ク ト上 の特徴 が,〈 感

情 表 出〉 の 中で用 い られ る場合 と,そ れ以外 の場 合 とで異 なるか らであ る。 〈感

情 表出〉の場合 を除外 して考 える とす れば,お お よそ(A)「感情表 出動詞」 は継続

動 詞の一種,(B)「 感情変化動 詞」 は変化動 詞(ま たは瞬 間動詞)*6の 一種 と言 え

る。 ただ し,こ の ように言 えるのは,い ずれ も 〈感情 表出〉以外 の文 においてで

あ る。 また,(c)「 感情描写動詞」 には両方 が混在 してい る。
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例 えば第3人 称 主語 である(1)において は 「減 る」 とい う事象が継続 してい るわ

けで はな く,結 果が残存 してい る と解釈す るのが 自然で ある。 これは変化動詞 の

特徴 で ある。

(1)ひ ろ しは腹が減 ってい る。

(1)と,(1)を タ形 に した(2)とでは,意 味が全 く異 なってい る。

(2)ひ ろ しは腹 が減 った。

両者 の意 味 の異 な りは,「 ドアが 開いてい る」 と 「ドアが 開い た」 の意 味 の異

な りと同様 の関係 で ある*7。

ところが,主 語が第1人 称 であ る 〈感情表 出〉の場合 には,タ 形 とテイル形 の

意味が接 近 している。 この こ とは特殊 な現象 であ り,こ れ を見 る限 り,通 常 の変

化動 詞 とは性 質が異 なる こ とがわか る。

(3)私 は腹 が減 った。

(4)私 は腹 が減 っている。

この ような感情 変化 動詞 のアスペ ク ト的意 味特徴 につい て,感 情変化動詞 を用

いた 〈感情表 出〉の実例 であ る2.の(1)「 ホ ッとした」,(2)「くた びれ た」,(4)「が

っか りした」 な どか ら帰納 して,以 下 の ように言 うこ とがで きる。

第0に,こ の種 の動 詞 の語彙 的意味 が表す もの は,「 何 らかの外 的要 因 に よっ

て もた らされ た感情 の変化」 で ある。 そ して,そ れ が 一taを伴 う文 は,「 過去 に

起 きた変化 その もの」(仮 に意 味 α とす る)と,「 その変化結 果が持 続す る現在

の状態」(同 じく意味 β とす る)と が,両 方 同時 に表 されてい る とい う ことであ

る。そ して,特 に意味 β に よって 〈感情表 出〉 た り得 るので ある。

第二 に,感 情 の変化 が生 じた過去 とい うのは,現 在 と隣接 す る直近 の過去 であ

る こ と。0日 前 に起 きた感 情 の変化 の回想 であ っては,意 味 β は含 意 されず,

もはや 〈感情表 出〉 とな らない。従 って,2.の(6)の ような 〈事象描写〉 となる。

第三 に,い ずれ も感 情の極 めて直接 的な表 出であ るためか,概 して文構 造が単

純 であ る。2.の(2),(4)の ように,〈 感情 表 出〉文 を独立語 文 の よ うに発 して,

その後,感 情 の変化 を もた らした外 的要 因 について整然 と述べ る,と い った例が

非常 に多 い。

この ように,過 去 時制辞 を伴 いなが ら時制意味 が現在 とな り,現 在 の状 態 を表

す例 は,日 本語 で はこの種 の文 しか見 当た らない。動作動 詞の0種 としての変化

動詞(瞬 間動 詞)は,-tei-ruを 接 続す る こ とによって,意 味 β を表す こ とはで

きる。例 え ば,「 窓が 開いてい る」 とい う文 は,現 在 の 「窓が 開い てい る状 態」

の表 現 と して用 い られ る。 しか し,こ の文 には意 味 α は絶対 に含意 され ない。
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0方
,意 味 αの表現 で ある 「窓が 開い た」 とい う文 は,意 味 β を含意 す る こ と

はあ り得 ない。

次 に,感 情変化動詞 の意 味特徴 に よる下位 分類 に従 って,語 彙,用 例 とその発

話機能 につ いて検討 を行 う。

3.思 考変化動詞文 による 〈思考表 出〉

例 文(1)は 副 詞 「とっ さ に」 に よ って,こ の文 が 表 現 す る思 考 の 変化 が,直 近 の

過 去 に起 きた もの で は な く,回 想 で あ る こ と を示 して お り,従 って,〈 思 考 表 出〉

とは言 え な いが,参 考 まで に挙 げ た。

(1)と っ さ に,す ば ら しい考 え が ひ らめ い た。(+[1】E・)子 供 をつ か ま

え て,楯 にす れ ばい い!子 供 を人 質 に して,や つ らの接 近 を は ば む の

だ!… …(砂 の女)

従 って,「 とっ さ に」 を外 し,「 ひ らめ き」の 直 後 の発 話 と して(2>を 想 定 す れ ば,

〈思 考 表 出 〉 とな る。

(2)す ば ら しい考 えが ひ らめ い た。(+[1】E・)… …

この文 は,後 に続 く 「す ば ら しい 考 え」 の 内容 を命 題 と して,聴 者 に対 して は,

《主 張》 の発 話 機 能*8を 有 す る可 能性 が 高 い。 当然,こ の発 話 は,聴 者 が保 持 せ

ず,か つ不 確 実 な命 題 で あ る とい う語 用 論 的条 件 の も とで発 話 され る可 能 性 が 高

いか らで あ る。

以 上 を ま とめ た記 述 は次 の よ うに な る。

4.情 意変化動詞文 による 〈情意表出〉

既 に,2.で 用 例 と して挙 げ た(1),(2),(4)は,情 意変 化 動 詞 文 に よる 〈情 意 表

出〉 の例 で あ る。次 の(1)～(3)も 同 じ く典 型 的 な 〈情 意表 出〉 の例 で あ る。

(1)「 これ はあ きれ た。(+lI】E・)だ れ も知 らない の で す か。 シマ の あ る

ウマ の こ とを な ん て い うん で した か ね え?」(プ ン)
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(2)相 手 は佐 川 とい う頑丈 な男 だ 。結 納 は まだ だが,と に か く話 だ け は決

め て ホ ッ と した よ。(+[1】E・)母 もふ じ子 も安 心 した よ うだ 。(塩

狩 峠)

(3)「 あ あ,驚 い た。(+[1】E・)ま だ まだ とて も譲 治 さん とは踊 れ や しな

い わ,少 し内 で稽 古 な さい よ」(痴 人)

この構 文 で は 大 半 の例 に お い て,情 意 の変 化 そ の もの に 当 た る意 味 α が 非 常

に弱 く,意 味 β,つ ま り現 在 持 続 す る情 意 の状 態 を意 味 す る比 重 が 大 きい。 こ

れ らは,本 来 「変 化 結 果 の持 続 」 とは言 い 難 いが,こ の構 文 を借 りて表 現 して い

る もの と言 え る。(4)～(6)は 「くた びれ る」 の例 で あ る。

(4)そ して0日 遊 び抜 い て,日 が 暮 れ る とガ ッカ リ疲 れ て 「あ あ,く た び

れ た(+【IIE・)」 と云 い な が ら,ビ ッ シ ョ リ濡 れ た海 水 着 を持 っ て帰

っ て来 る。(痴 人)

(5)「 何 で もい い か ら早 く して くれ。 い い 加 減 くた び れ た よ(+[IlE・)」

(女社 長)

(6)「 や い,い い か げ ん に しろ」 と二 人 の う しろで どな る声 が した,「 な ん

の相 談 か知 らね え が,こ っ ち はい いか げ ん待 ち くた び れ たぜ,二 人 と も

立 っ た ら ど うだ」(さ ぶ)

(4)は 肉体 の感 覚 的 な意 味 も読 み取 れ るが,(5),(6)は 純 粋 に情 意 を表 出 して い る。

(6)は複 合 動 詞 の例 だが,「 疲 れ る」 な どで も複 合 動 詞 の例 は見 られ る。

(7)～⑪ につ い て も,「 弱 る,困 る,参 る」 の そ れ ぞ れ の 瞬 間 が 特 定 され る わ け

で は な い 。 つ ま り,情 意 の 変 化 そ の もの の意 味 α が 非 常 に弱 い 。 もっ ぱ ら意 味

β,つ ま り現 在 持 続 す る情 意 の状 態 を表 してい る。 こ れ も 「変 化 結 果 の持 続 」 と

は言 い 難 い 。

(7)「 お ま えの か ど出 に あ た っ て,な んか祝 っ てや りた い ん だ が,弱 っ た な。

… … 」(路 傍)

(8)伊 木 は 狼 狽 した。 「この 頭 で教 壇 に立 た な くて は な らぬ の か,こ れ は

弱 っ た」 と,伊 木 は 口 の 中で 眩 い た。(樹 々)

(9)「 ど う も困 っ た な。 先 生 に そ うい わ れ て しま って は… …」(路 傍)

(10)「 疲 れ た よ。 時 間 を使 っ て,金 を使 っ て,い っ た い何 の た め にや る か

わか らん よ」(一 瞬)

⑪ 憬 子 「参 った な … … 。壊 れ て ない よ」(君 と)

(11)はシ ナ リオ資 料 か ら採 った もの で,憬 子 の 部屋 に訪 ね て くる男 性 へ の言 い訳

づ く りの ため に ス テ レオ を壊 そ う とす るの だが,な か なか 壊 れず,CDの 音 楽 が
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流れ て しまう場面 である。要 す るに独 白であ って対 人 的な意 味 を持 た ない発 話で

ある。

以上 をまとめ,他 の語彙 を含 めた記述 は次 の ようになる。

これ らの発話機 能 は一括 して 《晴意表 出》 と したが,積 極 的 に対 人 的情意 を聴

者 に伝 えよ うとす る ような発 話 にお いては,よ り踏み込 んだ発話機 能 の記述が可

能 にな るだ ろ う。例 えば,(1)で は聴者へ の 《失望 の表 出》 となってい る し,(5),

(6)では 《催促》 ともなろ う。

5.感 覚 変 化 動 詞 文 に よる 〈感 覚 表 出 〉

この構 文 の特徴 は,感 覚形 容詞文*9,感 覚表 出動 詞文*10の 場合 と同 じで,話

者 の 肉体 の部 分が表 現 され るか含意 されてい る,と い う ことであ る。 「くたびれ

る」,「疲 れ る」 に関 しては,任 意 の肉体部分 をガ格 で取 る ことが で きる。次 に例

文 を示 す。

(1)「 足 が痺 れ たんで ね(+[IlE・)」 と栄 二が答 えた,「 ち ょっ と坐 り直

しただけだ よ」(さ ぶ)

(2)「 腹 が減 っ た(+[IlE・)」 と私 は言 った。 「ね じで も食べ られ ち ゃい

そ うだ」(世 界)

この種 の構文 で は,「 感覚 の変化」 に当たる意味 αが ほ とん どな く,も っぱ ら

意味 β,つ ま り現在 の感覚 の状態 を表 す ものであ る。

以上 をまとめ,他 の語彙 を含め た記述 は次 の ようにな る。
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さて,本 来現在 の状態 を表現す る 一tei-ruに よって表現 した(3)は,(2)と 同 じと

言 えるだ ろうか。

(3)「 本 当に腹が減 って るんだ」 と私 は言 った。 「こん なに腹 が減 ったのは

久 しぶ りだな」(世 界)

(3)では,た また ま話 者 自身 の感 覚 を表 して い る こ とにな ってい るが,-tei-ru

の文 には主語 の人称 の制約 が な く,異 なる文脈 の もとでは第3人 称 主語 に関す る

〈状 態描 写〉 ともな り得 る。 一方,(2)の よ うな 一taの文 を用 いて,話 者以外 の人

物 の現在 におけ る感覚状態 を表す ことはで きない(文 学作 品 な どで語 り手が登 場

人物 に感情 移 入 して表現 す る もの は例外 とす る)。 つ ま り,テ イル形 の場合,主

語が明示 されていない と,文 機 能が定 ま らず,第1人 称経験者格 の主 語が明示 さ

れるか,文 脈 や場面 な どの情報 で示 され なけれ ば,〈 感 情表 出〉 とはな らない。

それに対 し,ル 形 による 〈感情 表出〉文 は,命 題 内容条件 の充足 を前提 とす る

文機 能 と して,〈 感情表 出〉 の機 能が発動 す る もので あ る。つ ま り,主 語が 明示

されていな くて も,命 題 内容 条件② 「主語が第1人 称経験者格 であ る こと」 は,

類推 に よって補 われて 〈感情表 出〉 となるので ある。

発 話機 能 と して は,《 感 覚表 出》 と して0括 したが,当 然,語 用論 的諸条件次

第 で,(ユ)は 《釈 明》,② は 《催促》 とい った,よ り高次 の発話機 能が発動 す るこ

とは言 うまで もない。

6.ま と め

感情表 出動詞 と感 情変化動 詞 との対 立 は,〈 感情表 出〉 とい う文機 能が成立 す

る際 の述語 の時制辞 の違 い による ものであ った。本稿 で は,そ れは語彙 的意味 の

アスペ ク ト上 の特徴 と関連 があ るこ とを主張 した。筆者 は,山 岡(未 発表)で ア
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スペ ク ト的動詞分類 とは全 く異 な る,文 機 能 との関連 を基準 とす る動詞分類 を提

案 してお り,「感情 動詞」 もそ の分類 に よる0つ の範疇 だが,そ の下位分類 にお

いて はアスペ ク トの 関与 を認 め ざるを得 なか った とい う ことで ある。 それに して

も感 情変化 動詞 は,従 来 のアスペ ク ト的動詞分類 に も収 ま りきらない特殊 な特徴

を示 してい るこ とは強調 してお かなければな らない。

注

*1話 者 が発話 に際 して各文 に担 わせ ている対 人的機能 を文機能 と呼ぶ。文機能 は特定

の言語形式 に依存せず,文 を構成す る構造的要素群 か ら複合的に発生す る意味範疇で

ある。例 えば,〈 命令〉 や 〈意志表 出〉は従来,文 末 のモ ダリテ ィ形式 の意味 とされ

ているが,実 際 には述語動詞語彙の選択制限や主語 の人称 といった構造的要素群か ら

複合的 に規定 され る。 この ような規定法 によれば,〈 属性叙述〉,〈事象描写〉,〈感情

表出〉 など,特 定の文末形式 に対応 しない機能的意味 をも文機能 と して対等 に規定す

るこ とが可能 となる。山岡(未 発表)で 詳 しく論 じている。

*2例 文中の+[1】E・ は,形 式上表 れていないが,実 際の発話 においては含意 されてい

る,名 詞句相当の人称意味(ロ ーマ数字)と 意 味格(添 え字)を 表示 したものである。

*3名 詞句の述語 に対する意味関係 として,筆 者 は意味格 を用いている。今 日では変形

文法 に採用 された意味役割が一般 的だが,筆 者の一連の研究で必要 とす るのは,格 文

法 における基礎的 な体 系で十分である。本稿 で用いるのは,経 験者格(Experiencer二

略称Ex),対 象格(Object:略 称Ob),原 因格(Cause:略 称Ca)で あ る。

*4筆 者 は山岡(未 発表)1.4節 で,い わゆるハガ構文 「象 は鼻が長 い」の 「鼻が」

の ように,主 題(こ こでは 「象は」)の 部分 に当 たるガ格名詞句 を 「部分 ガ格」 と呼

んでいる。次 に,感 情性述語 は必ず経験者格 を取 るが,感 覚形容詞,感 覚動詞 は,経

験者格 の部分 ガ格 として,肉 体部分の名詞句 を取 るとい う文法 的特徴 によって規定 さ

れる。

*5述 語 の時制辞の後 に付加す るモ ダリテ ィ接辞の ことを筆者 はモダリティ付加辞 と呼

んでいる。ダロウ,ヨ ウダや,伝 聞の ソウダな どが これに当たる。

*6金 田一(1950)で は,テ イル形 の意味が結果残存 の意味 になる動詞 を 「瞬 間動詞」

と呼んだが,こ れに対 して奥 田(1978)で は,「 太っている」や 「はげている」 な ど,

結果残存 ではあるが,瞬 間的動作 ではない例が提示 された。その後,こ れ らが主体 の

状態変化 を表す動詞で あることか ら,「変化動詞」 あるいは 「主体変化動詞」 な どの

呼称が広 く用い られ るようになった。本稿の 「感情変化動詞」 については,語 彙的意

味 として経験者 の感情 の変化 を表 してお り,ア スペ ク ト的分類では変化動詞 に含 まれ

ることになる。

*7厳 密 には,(2)が 適格 なのは小説 の語 りの文体の ように,感 情移入す る場合 に限 られ

てお り,本 来な ら(2)'のようにモダ リテ ィ付加辞 を付 けなければならない。

②'ひ ろ しは腹が減 った らしい。

*8山 岡(未 発表)2.2節 において筆者が提案 した用語。命題 内容条件 及び語用論 的

条件 によって成立する対人関係上の機能 を指す。《 》 で表示 し,〈 〉 による文機 能
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と区別す る。誠実性条件 を考慮 しない点で,Searleの 発話内行為(illocutionaryact)

と異 なる。語用論的条件 の充足が前提 となる と文形式 だけでは発話機能 は決 まらない

ことになる。従 って,枠 内の記述 においては,標 準 的な発話機能 に 「な ど」 を付 けて

表示す る。

*9感 覚形容詞は,感 情形容詞の下位分類 の一つで,〈 感情表出〉の一種で ある 〈感覚

表出〉の述語 となる形容詞語彙である。経験者格の部分 ガ格 として,肉 体部分の名詞

句 を取 る とい う文法的特徴がある。それ を伴 った語彙例 としては,「 胃が痛い,背 中

がかゆい,頭 が重い」 などがある。

*10感 覚表出動詞 は,感 情表 出動詞の下位分類 の一つで,〈感情表 出〉の一種である 〈感

覚表 出〉の述語 となる動詞語彙である。1.の[表]のA-3に 当たる。経験者格の

部分 ガ格 として肉体部分 の名詞句 を取 るとい う文法的特徴 がある。それを伴 った語彙

例 としては,「 胃が痛 む」 の他 に 「歯が うず く,目 がチ カチカす る,背 筋がゾクゾク

する」な どがある。
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